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（令和2年）

第13回宇陀郡民マラソン大会

　令和２年１月１９日、快晴のもと
本年度は曽爾村で宇陀郡民マラソ
ンが実施されました。
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12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の
要
旨
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
（
発
言
順
）

■ 

大
向
實
議
員

問
い　
①
経
常
収

支
比
率
か
ら
見
る

今
後
の
村
政
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

　
経
常
収
支
比
率
は
、
県
内
39
市
町
村
の
ト

ッ
プ
だ
っ
た
平
成
29
年
度
の
82
・
６
％
に
引

き
続
き
、
平
成
30
年
度
は
５
・
３
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
、
87
・
９
％
で
県
内
第
４
位
と
本
村

の
財
政
状
況
は
健
康
で
あ
る
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
財
政
の
健
全
化
と
、
事
業
の
推

進
を
図
り
な
が
ら
村
づ
く
り
を
す
る
と
い

う
、
両
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
改
め

て
、
村
政
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
村
長

に
伺
い
ま
す
。

答
弁   

①
（
芝
田
村
長
）

　
村
政
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
基
礎
的
財

政
収
支
を
保
ち
な
が
ら
、
特
に
、
村
の
公
共

施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
３
月
に
策
定

し
た
曽
爾
村
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
き
、
公
共
建
築
物
、
道
路
や
橋
梁
、
簡

易
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
な
ど
、
公
共
施
設

の
更
新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化
等
を
計
画
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
村
の
発
展
の
た
め
の
施
策
に
つ

い
て
、
優
先
順
位
を
付
け
、
国
や
県
の
補
助

金
、
過
疎
債
の
対
象
と
な
る
事
業
を
中
心
に

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
し
、
今
ま
で
実

施
し
て
い
る
事
業
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

と
と
も
に
、
随
時
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
財
政
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
な
が
ら
、

財
政
の
健
全
化
、
安
定
化
の
構
築
に
向
け

て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

■
大
向
實
議
員

問
い　
②
公
民
館
等
の
大
規
模
改
修
の
補
助

制
度
に
つ
い
て

　

各
大
字
の
公
民
館
、
集
落
セ
ン
タ
ー
等

は
、
昭
和
の
終
わ
り
頃
、
建
設
さ
れ
て
30
数

年
経
過
し
て
お
り
、
経
年
劣
化
が
目
立
つ

中
、
今
後
、
長
寿
命
化
へ
の
対
策
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
各
大
字
に
お
い
て
は
、
運
営
面
で
は
「
大

字
活
性
化
交
付
金
」
、
事
業
面
で
は
「
元
気

な
集
落
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
」
が
助
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
建
物
に
つ
い
て
は
、
今

の
と
こ
ろ
公
的
補
助
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

災
害
時
の
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
規
模
修
繕
に
限
り
、
何
ら
か
の
補
助

制
度
を
設
け
て
は
と
思
い
ま
す
が
、
村
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

　
②
（
芝
田
村
長
）

　
現
在
の
各
大
字
の
集
会
施
設
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
関
係
す
る
各
事
業
の
補
助
制
度
を
活
用

し
、
昭
和
52
年
度
か
ら
昭
和
62
年
度
に
か
け

て
建
築
さ
れ
、
各
事
業
に
伴
う
設
置
条
例
や

管
理
規
則
を
制
定
し
て
、
各
大
字
に
管
理
委

譲
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

く
国
、
県
の
補
助
制
度
は
な
く
、
ま
た
、
各

大
字
の
集
会
施
設
の
国
の
補
助
金
適
正
化
法

の
年
数
も
過
ぎ
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
、
各

集
会
施
設
の
設
置
条
例
や
管
理
規
則
等
を
廃

止
し
、
今
後
の
管
理
運
営
の
た
め
に
一
本
化

し
た
管
理
運
営
条
例
等
を
新
た
に
制
定
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
改
修
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、

各
大
字
の
実
情
を
見
ま
す
と
、
何
ら
か
の
補

助
制
度
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
、
県
へ
の
補
助
制
度
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
一
本
化
し
た
管
理
運
営
条
例
等

の
中
で
、
村
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
大
向
實
議
員

問
い　
③
村
内
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
状
況
に
つ
い
て

　
最
近
、
全
国
的
に
様
々
な
事
件
が
発
生
し

て
お
り
、
事
件
の
早
期
解
決
に
防
犯
カ
メ
ラ

の
果
た
す
効
果
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
も
、
街
頭
犯
罪
等
に
対
す

る
対
策
と
し
て
、
村
民
の
安
心
安
全
、
命
を

守
る
た
め
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
村
内
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
状
況
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
村
長

に
伺
い
ま
す
。

問
い

問
い

答
弁

答
弁

12
月
定
例
会
一
般
質
問

議
会
だ
よ
り

問
い
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答
弁 
　
③
（
芝
田
村
長
）

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
事
件
解
決
と
犯
罪
の
抑

止
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
村
民
の

安
全
安
心
の
た
め
に
、
公
共
施
設
等
を
は
じ

め
、
主
要
道
路
に
お
い
て
も
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
向
け
て
、
現
在
検
討
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
防
災
の
視
点
か
ら
も
、
台
風
時
な

ど
、
河
川
の
状
況
が
監
視
で
き
る
カ
メ
ラ
の

設
置
も
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
村
内
の
設
置
状
況
と
設
置
に
向
け

て
、
現
在
検
討
し
て
い
る
内
容
等
に
つ
い

て
、
担
当
課
長
か
ら
説
明
し
ま
す
。

説
明
　 

③
（
吉
田
課
長
）

　
村
内
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て
、
い
わ
ゆ
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
金
融
機
関
、
ま
た
、

フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
内
で
は
、
こ
ま
ど
り
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る

光
回
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
こ
の
光
回
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利

用
し
て
、
防
犯･

防
災
に
役
立
つ
情
報
を
提

供
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
防
災
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
が
、
防
犯
に
つ
い
て
も
、
村
内

の
主
要
施
設
内
や
そ
の
周
辺
状
況
を
記
録
す

る
防
犯
カ
メ
ラ
を
各
施
設
ご
と
に
、
整
備
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
宇
山
充
志
議
員

問
い　
④
曽
爾
高

原
へ
の
今
後
の
施

策
に
つ
い
て

　
曽
爾
村
に
は
、
年
間
50
万
人
も
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

ら
の
観
光
の
中
心
で
あ
る
曽
爾
高
原
に
お
い

て
、
近
年
、
ス
ス
キ
の
生
育
の
状
態
が
著
し

く
低
下
し
、
ス
ス
キ
の
完
全
復
活
が
望
ま
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

村
行
政
で
は
、
曽
爾
高
原
再
生
に
向
け

て
予
算
化
さ
れ
、
本
年
度
に
つ
い
て
は
約

４
０
０
万
円
を
予
算
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
曽
爾
高
原
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
よ

り
、
今
年
の
ス
ス
キ
の
生
育
状
況
は
、
昨
年

度
に
比
べ
、
改
善
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
成

果
に
繋
が
っ
た
の
か
。
ま
た
、
改
善
さ
れ
た

と
は
言
え
、
ま
だ
曽
爾
高
原
の
半
分
以
上
、

手
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る

と
見
受
け
ま
す
が
、
今
後
の
再
生
へ
の
道
筋

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
村
長
に

伺
い
ま
す
。

答
弁 

　
④
（
芝
田
村
長
）

　

曽
爾
高
原
の
ス
ス
キ
の
再
生
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
等
を
活
用

し
、
本
格
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
試
験
的
に
約

50
㎡
の
ス
ス
キ
の
植
え
替
え
を
行
い
、
ま

た
、
傾
斜
地
に
つ
い
て
は
、
土
壌
改
良
を
す

る
た
め
、
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

有
機
肥
料
約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
散
布
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
に
比
べ
る
と
少

し
で
は
あ
り
ま
す
が
、
効
果
が
現
れ
た
と
思

い
ま
す
。

　
今
年
も
山
焼
き
終
了
後
に
は
、
平
坦
部
約

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
有
機
肥
料
の
散
布
、
ま

た
、
約
５
０
０
㎡
の
ス
ス
キ
の
植
え
替
え
も

計
画
し
て
い
ま
す
。
次
年
度
以
降
に
つ
い
て

も
、
こ
の
取
り
組
み
を
反
復
し
な
が
ら
、
ス

ス
キ
の
再
生
に
向
け
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
宇
山
充
志
議
員

問
い　
⑤
曽
爾
村
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て

　
本
年
度
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
働
き
方
改

革
関
連
法
に
つ
い
て
、
12
月
議
会
に
上
程
さ

れ
る
議
案
も
含
め
、
本
村
に
お
い
て
も
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。　

　
そ
こ
で
、
４
月
以
降
、
職
員
の
労
働
意
欲

向
上
の
た
め
、
職
員
の
処
遇
改
善
施
策
、
働

き
や
す
い
職
場
環
境
整
備
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
働
き
方
改
革
を
行
っ
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
職
員
の
労
働
意
欲
向
上
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
の

か
、
村
長
に
伺
い
ま
す
。

答
弁
　 

⑤
（
芝
田
村
長
）

　

本
年
度
４
月
以
降
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
１
点
目
は
、
５
月
か
ら
毎
週
ノ
ー
残
業

デ
ー
を
試
行
し
、
職
員
の
健
康
面
か
ら
の
疲

労
の
軽
減
、
時
間
管
理
意
識
の
改
革
、
オ
ン

オ
フ
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
る
モ

答
弁

説
明

問
い

答
弁

問
い

答
弁
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チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ッ
プ
な
ど
、
状
況
を
見

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
２
点
目
は
、
宿
直
の
帰
宅
に
要
す
る
時
間

や
準
備
時
間
の
見
直
し
を
行
い
、
改
善
点
を

検
討
す
る
方
向
で
進
め
て
い
ま
す
。

　
３
点
目
は
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
要

す
る
職
員
に
は
特
殊
勤
務
手
当
を
導
入
し
ま

し
た
。

　
４
点
目
は
、
管
理
職
の
休
日
出
勤
や
夜
間

勤
務
な
ど
の
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
、
代
休

処
理
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
管
理
職
特
別
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
に
切
り
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
職
員
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
処
遇
改
善
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
宇
山
充
志
議
員

問
い　
⑥
若
者
定
住
施
策
に
つ
い
て

　
近
年
の
村
行
政
の
主
要
施
策
と
し
て
、
村

外
か
ら
の
移
住
者
受
入
施
策
が
あ
り
ま
す

が
、
一
定
の
成
果
が
あ
り
、
今
後
も
引
き
続

き
、
移
住
定
住
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
曽
爾
村
在
住
の
若
者
の
流
出
を
防

ぐ
施
策
も
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
村
内
在
住
の
若
者
へ
の
支
援

等
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
村
長
に
伺
い
ま
す
。

答
弁　

 

⑥
（
芝
田
村
長
）

　
若
者
定
住
対
策
と
し
て
は
、
移
住
定
住
支

援
施
策
を
順
次
制
度
化
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
医
療
費
や
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
の
無

償
化
、
通
学
費
等
の
補
助
金
、
Ｕ
タ
ー
ン
奨

励
金
、
転
入
奨
励
金
、
ふ
る
さ
と
奨
励
金
、

空
き
家
改
修
事
業
費
等
補
助
金
、
若
者
定
住

住
宅
整
備
奨
励
金
、
起
業
等
人
材
育
成
支
援

事
業
補
助
金
、
そ
し
て
、
長
野
若
者
住
宅
を

皮
切
り
に
、
今
井
及
び
太
良
路
に
若
者
住
宅

を
整
備
す
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
都
会
の
便
利
さ
や
、
働

き
場
を
求
め
て
転
出
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
の

も
確
か
で
す
。
今
期
定
例
会
に
提
案
し
ま
す

若
者
定
住
促
進
住
宅
改
正
条
例
で
は
、
入
居

対
象
者
を
緩
和
さ
せ
、
村
内
者
も
入
居
で
き

る
よ
う
に
提
案
し
て
い
ま
す
の
で
、
村
外
流

出
者
を
防
ぐ
一
つ
の
方
策
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
度
の
義
務
教
育
学
校
開
校
に

伴
う
教
育
費
の
無
償
化
や
、
移
住
者
を
含
め

た
若
者
が
中
心
と
な
っ
て
団
体
を
立
ち
上

げ
、
若
者
の
目
線
で
村
の
暮
ら
し
や
自
然
環

境
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

情
報
媒
体
を
構
築
さ
せ
、
Ｕ
タ
ー
ン
も
含

め
、
移
住
を
促
す
環
境
作
り
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
木
治
正
人
議
員

問
い　

⑦
置
村

１
３
０
年
記
念
事

業
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
３
月
定
例
議
会
の
一
般
質
問
に

お
い
て
、
本
事
業
の
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
、
追
加
提
案
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
元
年

５
月
発
行
の
曽
爾
広
報
で
は
、
名
誉
村
民
の

歌
碑
及
び
碑
の
設
置
も
記
念
事
業
の
一
つ
で

あ
り
、
検
討
委
員
会
や
実
行
委
員
会
を
設
置

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
答
弁
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
名
作
「
夕
日
の
丘
」
の
歌
碑
の

設
置
並
び
に
故
松
田
治
男
氏
の
碑
の
設
置
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
、
記
念
事
業
の
開
催
時
期
、
事
業
内

容
、
実
施
方
法
等
を
含
め
、
改
め
て
村
長
に

伺
い
ま
す
。

答
弁 

　
⑦
（
芝
田
村
長
）

　
当
初
、
置
村
１
０
０
年
に
埋
設
し
ま
し
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

メ
イ
ン
に
、
企
画
案
な
ど
を
取
り
ま
と
め
、

検
討
委
員
会
に
諮
り
、
進
め
る
予
定
で
検
討

し
て
い
ま
し
た
が
、
５
月
に
行
い
ま
し
た
事

前
調
査
に
お
い
て
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘

り
出
し
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
経
年
劣
化
に
伴

い
、
湿
気
に
よ
る
痛
み
が
激
し
く
、
皆
様
に

披
露
で
き
る
状
況
に
な
い
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
中
に
納
め
ら
れ
て
い
る
物
が
、
現

在
の
法
令
、
個
人
情
報
保
護
法
な
ど
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
公
表
で
き
な
い
内
容

も
含
ま
れ
、
軌
道
修
正
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
、
記
念
す
る
事
業

と
し
て
は
、
夏
祭
り
に
お
け
る
記
念
花
火

の
み
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
後
、
記
念
事
業
に
つ
い
て
、
再
検
討
し
た

と
こ
ろ
、
今
現
在
進
め
て
い
ま
す
小
中
一
貫

教
育
、
義
務
教
育
学
校
は
、
学
校
教
育
の
大

問
い

答
弁

問
い

答
弁
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き
な
改
革
で
あ
り
、
令
和
の
時
代
に
向
け
、

「
ぬ
る
べ
の
郷
、
曽
爾
か
ら
未
来
に
通
ず
る

人
づ
く
り
」
を
目
指
す
と
と
も
に
、
置
村

１
３
０
年
の
意
義
を
全
村
民
で
共
有
す
る
た

め
に
、
令
和
２
年
３
月
29
日
の
開
校
記
念
式

典
と
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
で
進
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
各
分
野
で
の
村
政
功
労
者
表
彰

や
、
こ
の
機
会
に
将
来
世
代
へ
伝
え
て
い
き

た
い
名
誉
村
民
の
功
績
に
つ
い
て
も
、
碑
を

設
置
す
る
こ
と
で
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
木
治
正
人
議
員

問
い　
⑧
村
内
の
各
種
活
動
の
情
報
提
供
に

つ
い
て

　
現
在
、
村
内
に
お
け
る
各
種
の
活
動
の
情

報
は
、
曽
爾
広
報
で
は
活
字
数
に
よ
る
紙
面

の
量
、
防
災
無
線
で
は
電
波
法
に
よ
る
放
送

内
容
、
自
治
体
放
送
で
は
要
綱
に
よ
る
取
り

扱
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
種
の
制
限
が
あ

る
中
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
す
が
、
今
回
、
自
治
体
放
送
の
静
止

画
像
か
ら
動
画
画
像
へ
の
転
換
を
提
案
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
動
画
に
は
、
制
約
が
あ
り
ま
す
が
、
各
種

会
議
の
情
報
、
学
校
生
活
の
情
報
、
各
種
団

体
活
動
の
情
報
な
ど
、
村
民
に
丁
寧
な
提
供

を
す
る
こ
と
が
協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
、
ま

た
、
農
林
業
や
観
光
の
振
興
に
反
映
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の

意
向
に
つ
い
て
、
村
長
に
伺
い
ま
す
。

答
弁 　
⑧
（
芝
田
村
長
）

　
自
治
体
放
送
を
動
画
に
変
換
す
る
た
め
に

は
、
ハ
ー
ド
面
で
は
取
材
や
編
集
の
機
器
類

の
整
備
、
放
送
室
の
整
備
が
必
要
で
す
。
ま

た
ソ
フ
ト
面
で
は
取
材
、
編
集
、
放
映
に
携

わ
る
専
門
的
な
ス
タ
ッ
フ
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
村
の
規
模
や
人
員
体
制
、
予
算
面
を
考

え
ま
す
と
動
画
に
転
換
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
設
備
、
機
器
で

技
術
的
に
は
一
部
動
画
配
信
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

ま
ど
り
ケ
ー
ブ
ル
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
木
治
正
人
議
員

問
い　
⑨
次
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
、
芝
田
村
政
２
期
目
の
後

半
に
入
り
ま
す
。
平
成
30
年
度
決
算
も
認
定

さ
れ
、
ま
た
、
過
疎
計
画
の
見
直
し
等
も
実

施
さ
れ
て
い
る
中
、
今
期
12
月
は
、
令
和
２

年
度
に
向
け
て
予
算
編
成
さ
れ
る
時
期
で
あ

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
過
疎
計
画
の
検
討
も
含
め
、
次

年
度
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
展
開
に
向
け
た

予
算
編
成
を
実
施
す
る
の
か
、
村
長
に
伺
い

ま
す
。

答
弁 

　
⑨
（
芝
田
村
長
）

　

令
和
２
年
度
は
、
第
２
期
の
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
が
始
ま
る
年
で

あ
り
ま
す
。
第
１
期
の
総
合
戦
略
を
総
括
、

検
証
し
、
ま
た
、
現
在
ま
で
実
施
し
て
き
た

事
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
稼
ぐ
地
域
実
現
に
向
け
て
、
さ
ら
に
進

化
し
た
事
業
、
若
者
移
住
定
住
に
繋
が
る
事

業
を
一
層
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
曽
爾
村
森
林
資
源
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
構
想
に
基
づ
く
事
業
の
推
進
、
一
般
社

団
法
人
農
林
業
公
社
の
自
立
に
向
け
た
取
り

組
み
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
取
り
組
み
、
漆

関
係
事
業
の
推
進
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
な
ど
、
今
ま
で
継
続
し
て
実
施
し
て

き
た
事
業
を
基
礎
に
、
事
業
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
村
の
施
設
、
特
に
観
光
施
設
の

改
修
工
事
の
継
続
や
義
務
教
育
学
校
の
充
実

に
向
け
た
取
り
組
み
、
新
過
疎
法
の
計
画
樹

立
に
向
け
た
ソ
フ
ト
事
業
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、
ま
た
、
国
や
県
の
補
助
金
、
有
利
な

過
疎
債
を
活
用
し
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
財
政
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
な
が
ら
、
予
算
編
成
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

　
本
会
議
や
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
は

一
般
に
公
開
さ
れ
、
個
人
で
も
団
体
で
も
自

由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
次
回
定
例
会
は
、
３
月
で
す
。

　
な
お
、
議
会
日
程
等
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い

答
弁

問
い

答
弁

■ 

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ
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　1月12日（日）、令和2年曽爾村消防団連合出初式が曽爾
村振興センターで挙行されました。芝田本部長のあいさつの
後、優良消防団員に表彰状・感謝状が贈られ、第３分団の藤
田相美さんが表彰受賞者を代表し謝辞を述べました。
　続いて同会場で行われた曽爾村、御杖村両村消防団員が
参加した奈良県消防協会東宇陀支部連合出初式では、これ
までの消防団活動の功績に対して知事表彰を始めとして各機
関から表彰状と感謝状が贈られました。
　なお、表彰状と感謝状の受賞者は次の方々です。

（敬称略）

村長表彰
　第３分団　　藤田相美
　第２分団　　大向健志

団長表彰
　第１分団　　南　善夫
　第２分団　　青山大輔
　第３分団　　中　健司
　　 〃　　　  木治靖英

奈良県知事表彰
　分 団 長　　大手寿志
　分 団 長　　大向一弘

奈良県消防協会長表彰
　分 団 長　　藤田相美
　副分団長　　萩原　悟

東宇陀支部長表彰
　副分団長　　大向健志
　副分団長　　笹谷　翼

宇陀郡町村会長表彰
　副分団長　　髙岡　徹

桜井警察署長感謝状
　副分団長　　谷内昌彦

曽爾村消防団連合出初式

　住民と行政のパイプ役として、本年１月からご尽力いただいております。
　各大字の総代を紹介します。(敬称略)

令和2年の大字総代を紹介します

山　粕

掛

長　野

小長尾

今　井

塩　井

葛

太良路

伊賀見

新　山　　　保（会長）

西久保　照　己

西　井　浩　一

井　上　俊　文

辻　　　和　伸

西　上　敏　男（副会長）

土　肥　　　太

寺　前　健　史

葛　原　博　男

（所用のため撮影時に欠席されていました）
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　12月23日(月)に保育園でお餅つきをしました。子どもたちは最近ではあまり見られなくなった大きな杵
と臼に興味津 ！々みんなでついたお餅と、保育園の畑で育てた里芋を入れて、お雑煮を作りました。自分た
ちで作ったお雑煮はとてもおいしかったようでおなかいっぱい食べました。

☆おもちつき☆

☆にんじんの皮を剥いています☆

｢お雑煮もおいしいね☆｣

｢よいしょ！よいしょ！｣

｢お餅、おいしい〜！｣

｢ぺったん！ぺったん！｣

　曽爾村ゲートボール協会役員の皆さんにより、ふれあいホール駐車場及び周辺の側溝清掃を実施頂
きました。協会の皆さんに対し厚くお礼申し上げますとともに、協会のますますの繁栄と皆様のご活躍
をお祈り申し上げます。

曽爾村ゲートボール協会奉仕活動



8

　曽爾村郷土芸能を守る会では、奉部会会員の募集を行っており
ます。
  奈良県無形民俗文化財であり村民の心のよりどころである『曽
爾の獅子舞』を絶やすことなく後世に伝えていかなければという
思いで、3つの大字「長野」「今井」「伊賀見」がそれぞれの奉舞
会を維持をしてきましたが、各奉舞会とも後継者不足が大きな問
題となっています。300年以上継承されてきた『曽爾の獅子舞』
を後世に伝えるため各奉部会とも随時会員の募集を行っており、
歴史と伝統ある『曽爾の獅子舞』継承のため、皆様のご協力をお
願い致します。
お問い合わせ　曽爾村郷土芸能を守る会
　　　　　　  （曽爾村教育委員会事務局内）　☎0745-94-2104

　外国人観光客を
曽爾村へ迎え入れる
準備として、これま
で村民を対象とした
説明会や英語講座、
ワークショップなど
を実施してきました。
２月も3つのイベント
を実施します。ご興
味のある方はぜひご
参加ください。申し
込み締め切りは２月
７日（金）です。
●外国人観光客対策！初心者向け英語講座（要申込）
日時　2月14日（金）
　①13時〜15時 「外国人観光客を曽爾村で迎えるための基本英語」
　②16時〜18時 「宿泊予約時・飲食時の英語対応」
講師  （株）ROOTS　　開催場所　曽爾村役場
※②は宿泊施設・飲食店の方以外もご参加いただけます。
※どちらか１つのみの参加でも大歓迎。多くの皆様のご参加お待ちし

ております。
●曽爾村の新たな観光プロジェクトについての事業説明会（申込不要）
日時　2月14日（金）　19時30分〜　
開催場所　曽爾村役場
内容　国内外の観光客を曽爾村に誘致するにあたり、地域密着型の

新事業を立ち上げていきます。　
　曽爾村の基盤を支えていくような、新しい収益を生むための新しい
取り組みについての説明会となります。
　皆様の参加を心よりお待ちしております。

『曽爾の獅子舞』奉舞会会員の募集について

インバウンドに対する取り組み

●曽爾村英語ガイド養成ツアーのお知らせ（要申込）
日時　2月15日（土）〜2月16日（日）　両日、8時30分　曽爾村役場前集合（仮）〜終日
内容　村内の観光名所を実際に回りながら、外国人観光客を曽爾村へ案内する際の英語ガイドの予行

練習をします。
対象　英語が話せる方（初心者可）・その他語学が得意な方　　講師  （株）ROOTS
お問い合わせ　曽爾村企画課（担当  高松・林）　☎0745-94-2116

第１回説明会（昨年8月7日）

英語学習講座（9月27日）

ワークショップ（8月26日）

ツーリズム実践講座（10月16〜17日）
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1世帯（102号）

1世帯（1号棟）
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はい いいえ
2

控除の追加がある

ヘ

フローチャートは一般的な例を示しています。不明な点はお問い合わせください。判定結果
1

2

いいえ

はい いいえ
1

年金収入が400万円を
超えている

はい いいえ
21

所得の合計額が所得税の
控除の合計額を超えている

はい いいえ
21

所得の合計額が所得税
の控除の合計額を超え
ている

はい

いいえ

勤務先は1か所だけで
年末調整をしている
（複数あっても年末調
整で合算している場
合は「はい」へ）

はい
いいえいいえ

年金以外の所得がある

はい いいえ
42

控除の追加がある

はい いいえ
21

年金以外の所得が20万円
を超えている

はい
いいえ

給与以外の所得がある

はい いいえ
24

勤務先から曽爾村に「給与支
払報告書」が提出されている
(不明な人は勤務先に確認を）

収入なし 主に給与収入 主に営業・農業・不動産

3

主に公的年金収入

曽爾村に申告をする必要はありません。
本年1月1日に住所（住民登録）があった
市区町村へ相談してください。

3

はい いいえ

給与収入が2,000万円を
超えている

はい いいえ

4
判定
結果　　ヘ

同一生計で税法上の扶養
親族になっている

※

所得税が源泉徴収済みで、申告によって所得税の還付を受ける際は、確定申告が必要です。
「※」の人…前年中に収入がなかった人でも、国民健康保険や後期高齢者医療保険の加入
者は、保険税（料）の軽減や算定にも関係するので、必ず「収入なし」の申告をしてください。

村・県民税の申告が
必要です

所得税の確定申告が
必要です

所得税の確定申告をすれば、村・県民税の申告は必要ありません。確定申告書の「住民税・
事業税に関する事項」欄に、該当する事項・金額などがあれば記入してください。

2
判定
結果　　     ヘ 1

判定
結果　　ヘ

確定申告、村・県民税の申告は必要ありません

ヘ ヘ ヘ

ヘ ヘ
ヘ ヘ

ヘ ヘ

ヘ ヘ

はい いいえ

21

給与以外の所得が20万円
を超えている

ヘ ヘ ヘ

4

村・県民税の申告が
必要な場合があります

「収入なし」の申告が必要です。  前年度までに遺族・障害年金の申告をしている場合は、申
告は不要です。

はい

本年1月1日現在、曽爾村に
住所（住民登録）がある

スタート

非課税所得のみ
非課税所得とは…遺族の受ける恩給や年金、障害年
金、失業給付金、児童手当、公立高校の就学支援金、
臨時福祉給付金など

前 年 中 に ど の よ う な 収 入 が あ り ま し た か ？

申告は必要？
フローチャート（下図）を
参考に確認してください。

2月17日から3月16日までは、確定申告及び
村・県民税の申告期間です
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○桜井税務署の確定申告書作成会場は
　「桜井市商工会館３階」です。
　（JP・近鉄桜井駅から徒歩５分）
　開設期間　2 月17 日（月）〜3 月16 日（月）
　　　　　　※土・日・祝日は開設しておりません。
　開設時間　9 時〜17 時
　相談受付時間　9 時〜16 時
　所 在 地　桜井市大字川合 260 番地の 2
　※当会場では納税はできません。 （お近くの金融機関等をご利用ください。）
※申告会場では 16 時まで申告相談の受付をしておりますが、混雑状況によっては早めに相談受付を終

了させていただく場合もございます。
※ 2 月17 日（月）〜3 月16 日（月）の期間は、税務署内では申告相談を行っておりません。
※駐車場は狭く大変混雑しますので電車・バス等の公共の交通機関をご利用ください。
○年金受給者のための還付申告会場のご案内

※会場の混雑状況によっては早めに相談受付を終了させていただく場合がございます。
※各会場とも大変混雑することが予想されます。
※土地・建物や株式等の譲渡、贈与税、相続税の相談は行っていません。
○電話でのお問合せは、桜井税務署（☎ 0744-42-3501）に電話していただいた後、自動音声案内

に従い「０」を選択してください。

令和元年分　確定申告について

　令和１年分　村・県民税（個人住民税）の申告受付を２月１７日（月曜日）から３月１６日（月曜日）まで
の間、曽爾村役場庁舎１階住民生活課内で行います。令和２年１月１日現在、曽爾村に住民登録がある方
は、令和１年中（平成３１年１月から令和１年１２月まで）の所得を申告してください。    
　この申告は、村・県民税だけではなく、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料等の賦
課決定、各種保険料の軽減判定や所得証明書等の基礎資料となる重要なものですので、収入の有無にか
かわらず、期限厳守のうえ提出してください。
　（※期限後申告になると各種保険料等の軽減が受けられなくなる場合があります。）

　村・県民税(個人住民税）の申告が必要と思われる方には、村・県民税の申告書用紙を２月初旬に
発送させていただきました。
　ただし、毎年桜井税務署に確定申告をされている方・公的年金 〔年金収入金額　1,200,000円
以下〕だけの方には村・県民税の申告書用紙は送付しておりませんので申告書が必要なときは住民
生活課までお申し出ください。
申告に必要なもの　●印鑑　●令和１年中の収入を証明するもの……①給与所得等の源泉徴収票
　②公的年金等の源泉徴収票　③営業所得や農業所得・不動産所得等のある方は、収支がわかる帳簿

など　●所得控除の内容を証明するもの……社会保険料控除、生命保険料控除、損害保険料控除や
地震保険料控除等のための支払証明書・医療費控除のための医療機関の領収書など
★マイナンバー制度の導入に伴い、申告書に個人番号の記載と、提出する際に本人確認書類の提示又

は写しの添付が必要です。
　本人確認書類は「個人番号カード」があれば一枚で番号確認と身元確認が可能です。
　なお、個人番号カードをお持ちでない方は、番号確認書類と、身元確認書類の提示又は写しの添付をお願いします。

※１６歳未満の扶養親族は扶養控除の対象ではありませんが、非課税限度額の算定に必要となります。
村・県民税に関するお問い合わせ　曽爾村役場住民生活課　☎0745-94-2102（内線236）

令和元年分　村・県民税(個人住民税）の申告について

会　場　名
田原本町町民ホール（磯城郡田原本町 890-1）
宇陀市役所 ４階大会議室（宇陀市榛原下井足17-3）

開設時間
９：30 ～15：30

相談受付締切時間 15：00

開　設　日
2 月 4 日 ( 火 )・ 5 日 ( 水 )
2 月 7 日 ( 金 )・10 日 ( 月)
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　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省け
るうえ、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々50円割引される早割制
度(年間600円お得)や、現金納付よりも割引額が多い、6カ月前納（1,120円割引）・１年前納（4,130円割
引）・２年前納（15,760円割引）もあり、大変お得です。（割引額は令和元年度のものです。）
　口座振替の引落方法は、
　（1） 2年度分の前納（4月〜翌々年3月分）
　（2） 1年度分の前納（4月〜翌年3月分）
　（3） 6カ月分の前納（4月〜9月分、10月〜翌年3月分）
　（4） 毎月（早割）　　※納付期限よりも1カ月早く振替
　（5） 毎月（割引なし）
　の５種類から選んでお申し込みいただくことができます。

　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金
融機関、桜井年金事務所（☎0744-42-0033）または曽爾村役場住民生活課（☎0745-94-2102）へお
申し出ください。
　※6カ月前納・1年前納・2年前納をご希望の場合は、令和2年2月28日（年金事務所必着）までにお申
し込みください。（役場で申請する場合は、年金事務所に郵送するため1〜2日程かかります。余裕を持っ
て申請してください。）

●クレジットカードでも納付できます
　有効期限を迎えるクレジットカードの場合、更新時に改めて手続きが必要な場合がありますのでご注
意ください。
　クレジットカードをご希望の方またはクレジットカードの有効期限を迎える方は、桜井年金事務所（☎
0744-42-0033）へお問い合わせください。

　老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）は、20歳から60歳になるまでの
40年間保険料を納めなければ、満額の年金を受け取ることができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済期間が40年間に
満たない場合は、60歳から65歳になるまでの間に国民年金に任意加入して、
保険料を納めることにより、満額に近づけることができます。（国民年金の任
意加入は、お申し出した日からとなります。）
　なお、老齢基礎年金を受けるためには保険料の納付済期間や保険料の免
除期間等が原則として10年以上必要となりますが、この要件を満たしていな
い場合は、70歳になるまで任意加入することができます。（ただし、昭和40年
4月1日以前に生まれた方に限られます。）
　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も国民年金に任意加入することが
できます。
　詳しくは、桜井年金事務所（☎0744-42-0033）または曽爾村役場住民生
活課（☎0745-94-2102）へお問い合わせください。

国民年金保険料の納付は口座振替がお得です

ご存じですか？国民年金の任意加入制度
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　令和2年7月に改選される農業委員を募集します。
募集期間　3月2日から3月31日まで(土日祝を除く)
募集人数　11名（各大字1名(伊賀見は2名)、利害関係を有しない中立委員1名）
任　　期　令和2年7月20日から令和5年7月19日まで（3年間）
応募資格　１．原則として曽爾村に住所を有する者
　　　　　２．曽爾村の一般職員でない者
　　　　　ただし、次のいずれにも該当しないものとします。
　　　　　（ア）破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
　　　　　（イ）禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終えるまでまたはその執行を受けること
　　　　　　　　がなくなるまでの者
　　　　　（ウ）衆議院議員および参議院議員
　　　　　（エ）固定資産評価員および固定資産評価審査委員会委員
　　　　　（オ）曽爾村公平委員会の委員
　　　　　（カ）教育委員
募集方法　推薦と公募があります。
　　　　　○推薦……委員に相応しい者を農業者又は農業者が組織する団体が推薦
　　　　　○公募……自らが委員に応募
業務内容　１．毎月行われる農業委員会定例会における農地の権利異動の許可等の審議及び転用
　　　　　　　に係る意見等の審議等
　　　　　２．農地等の利用の最適化の推進等
報　　酬　月額10,500円（会長は別途規定）
申込方法　農業委員会事務局で応募用紙を受け取り令和2年3月31日17時（必着）までに農業委員
　　　　　会事務局へ提出してください。
選任の方法　曽爾村農業委員候補者評価委員会により候補者を評価し、曽爾村議会の同意を得て、
　　　　　　曽爾村長が任命します。
注　　記　ただし、法律の規定等により選考にあたっては次のような条件があります。
　　　　　（ア）農業委員会の所掌する事務について利害関係のない人を含めること。
　　　　　（イ）委員の年齢、性別等に著しい偏りが生じないように配慮すること。
お問い合わせ　曽爾村農業委員会事務局（曽爾村役場地域建設課内）　☎0745-94-2105

○放送大学は、令和2年度第1学期の学生を募集しています。
○10代から90代の幅広い世代、約9万人の学生が、大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、

様々な目的で学んでいます。
○心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、約300の幅広い授業科目があり、1科

目から学ぶことができます。
○全国に学習センターが設置されており、サークル活動などの学生の交流も行われています。

○資料を無料で差し上げています。お気軽に放送大学奈良学習センター（☎0742-20-7870）ま
でご請求下さい。

○出願期間は、第1回は2月29日まで、第2回は3月17日まで。

農業委員の募集について

放送大学　4月生募集のお知らせ



14

事  業  名 実施日 時  間 対 象 者 場所・内容等

2月6日㈭

2月6日㈭
○場所：振興センター
○内容：介護予防のためのスト
　レッチ、筋力トレーニング等

○場所：老人福祉センター
○内容：調理実習

○場所：振興センター
○内容：介護予防のためのスト
　レッチ、筋力トレーニング等

○場所：振興センター
○内容：介護予防のためのスト
　レッチ、筋力トレーニング等

○場所：振興センター
○内容：介護予防のためのスト
　レッチ、筋力トレーニング等

13:30～
15:30

13:30～
15:30

13:30～
15:30

10:00～
13:00男性の料理教室③

健康いきいき教室⑨

健康いきいき教室⑩

健康いきいき教室⑪

健康いきいき教室⑫

2月20日㈭

2月13日㈭

65歳以上の
男性

65歳以上の
対象者

65歳以上の
対象者

65歳以上の
対象者

2月27日㈭ 65歳以上の
対象者

13:30～
15:30

ほけん事業予定表（2月）

よく食べ
よく笑い
大きくなってね！
パパ、ママより

大
字 

小
長
尾

山
本 

真
希 ち

ゃ
ん

平
成
31
年
２
月
18
日
生

こんなに大きくなりました
広報誌デビュー

みんなの広場
2月号

令和2年2月1日発行
（通巻580号）

大字別の人口・世帯数
人口　 世帯

山　粕　185　　 99
（＋3）（＋3）

掛　　103　　 55
（±0）（±0）

長　野　173　　 80
（＋2）（＋1）

小長尾　119　　 54
（±0）（±0）

今　井　184　　 86
（−1）（−1）

塩　井　  98　　 46
（±0）（±0）

葛　　119　　 52
（＋2）（＋1）

太良路　111　　 57
（−1）（±0）

伊賀見　335　  157
（±0）（±0）

（令和2年1月1日現在）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　　　　大字今井495-1
　　☎　0745-94-2101
　ＦＡＸ 　　　94-2066
●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30〜）

カラオケ　第１・第３㊍
手　芸　月 1 回　㊎
陶　芸　第４　　㊌
民　踊　第２・第４㊍
舞　踊　月 2 回　㊋
　　

人口1,427人
（＋ 5）

男　664人
（＋ 3）

女　763人
（＋ 2）

世帯数686世帯
（＋ 4）

（令和2年1月1日現在）

ふれあいサロンの開催について
日時　2月12日㈬　10時～12時予定
場所　曽爾ふれあいセンター（曽爾村大字山粕）
内容　プラバン作り

善　　意　　銀　　行
田合　一三さんより
  亡父　希亘さんの生前のご厚情に対し金一封
寺前　健史さんより
  亡父　誠二さんの生前のご厚情に対し金一封
里田　保和さんより
  亡母　清子さんの生前のご厚情に対し金一封
尊い善意をお寄せ下さいまして、誠にありがとう
ございます。

ご結婚おめでとうございます
12月24日　大字長野　　　  井上　　誠 さん
　　　　　  大阪府大阪市　  吉岡　沙織 さん
  2月22日　橿原市　　　　  川嶋　直人 さん
　　　　　  大字長野　　　  西井　麻貴 さん

謹んでお悔やみ申し上げます
12月31日  大字太良路　寺前　誠二さん（86歳）
  1月  2日  大字塩井　　森本　幸久さん（70歳）
  1月19日  大字山粕　　里田　清子さん（95歳）


